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は
じ
め
に

大
阪
市
立
美
術
館
に
は
《
銅
製
舟
形
光
背
断
片
》
と
称
す
る
作
品
が
蔵
さ

れ
る
。
記
録
に
よ
れ
ば
昭
和
三
十
七
年
三
月
十
三
日
に
大
阪
府
内
の
個
人
よ
り

購
入
、『
大
阪
市
立
美
術
館
蔵
品
図
録
Ⅲ
』（
一
九
七
二
年
初
版
・
一
九
八
二
年

復
刻
補
訂
版
）
に
は
金
工
と
し
て
記
載
さ
れ
る
が
、
現
在
は
彫
刻
と
し
て
分
類
、

収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
当
館
が
購
入
す
る
以
前
の
伝
来
履
歴
に
つ
い
て
の
詳
細
は

不
明
で
あ
る
。
登
録
番
号
Ｏ
Ｍ
一
九
九
二
。

本
品
に
つ
い
て
は
購
入
当
時
の
館
長
・
望
月
信
成
に
よ
っ
て
簡
単
な
紹
介

が
な
さ
れ
た
（
１
）

も
の
の
、
そ
の
後
は
ほ
と
ん
ど
顧
み
ら
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
よ

う
で
あ
り
、
展
示
履
歴
も
ほ
と
ん
ど
残
ら
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
私
見
に
よ
れ
ば

本
品
は
か
つ
て
拙
い
一
文
（
２
）
を
草
し
た
こ
と
の
あ
る
奈
良
・
東
大
寺
伝
来
の
重
要

文
化
財
《
銅
造
舟
形
光
背
》
と
一
具
を
な
し
て
い
た
可
能
性
が
き
わ
め
て
高
く
、

日
本
古
代
の
仏
教
美
術
史
上
見
逃
す
こ
と
の
で
き
な
い
貴
重
な
品
で
あ
る
こ
と

が
看
取
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
当
館
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
「
仏
教
工
芸
（
３
）

」
に
出
品
し

江
湖
の
叱
正
を
仰
い
だ
と
こ
ろ
、
幸
い
多
く
の
方
々
か
ら
ご
意
見
を
頂
戴
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
後
、
東
大
寺
の
協
力
を
得
て
調
査
を
お
こ
な
っ
た
（
４
）
結
果
、

本
品
は
重
要
文
化
財
《
銅
造
船
形
光
背
》
の
一
部
で
あ
る
こ
と
が
ほ
ぼ
確
実
と

な
っ
た
。そ
こ
で
本
稿
で
は
調
査
成
果
を
踏
ま
え
、本
品
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
。

し
ば
ら
く
文
字
通
り
日
の
目
を
見
て
い
な
か
っ
た
と
は
い
え
、
当
館
で
は
当

初
よ
り
本
品
の
資
料
性
の
高
さ
に
注
目
し
て
い
た
。
冒
頭
で
も
触
れ
た
よ
う
に
、

当
時
の
望
月
信
成
館
長
に
よ
る
紹
介
か
ら
そ
の
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
以
下
に

引
用
し
て
お
こ
う
。

 

偶
然
の
こ
と
か
ら
奈
良
市
東
大
寺
の
二
月
堂
の
秘
仏
本
尊
の
光
背
の
小
断

片
三
七
点
を
購
入
し
た
。
二
月
堂
は
江
戸
時
代
の
初
め
に
炎
上
し
、
本
尊
の
光

背
の
銅
製
で
毛
彫
文
様
の
あ
る
舟
形
が
火
災
の
た
め
に
ば
ら
ば
ら
に
破
れ
て
し

ま
っ
た
が
、
そ
の
大
部
分
は
拾
い
集
め
て
板
に
は
り
つ
け
て
重
要
文
化
財
に
指

定
さ
れ
、
平
素
奈
良
国
立
博
物
館
に
出
陳
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
小
さ
い
断
片
が

早
い
時
代
に
民
間
に
流
れ
出
て
い
た
も
の
を
、
た
ま
た
ま
当
館
の
有
に
帰
し
た

わ
け
で
あ
る
。
大
き
く
て
四
糎
四
方
ほ
ど
の
も
の
で
あ
る
が
、
精
巧
な
毛
彫
は

一
つ
一
つ
に
あ
り
、
中
に
は
如
来
や
菩
薩
の
顔
も
完
全
に
残
っ
て
、
天
平
時
代

の
優
秀
な
彫
刻
が
わ
か
る
。
小
さ
い
が
貴
重
な
遺
品
で
あ
る
（
５
）
。

大
阪
市
立
美
術
館
所
蔵
《
銅
製
舟
形
光
背
断
片
》
に
つ
い
て

	

児
島　

大
輔
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調
査
を
終
え
た
今
と
な
っ
て
は
簡
潔
な
が
ら
過
不
足
の
な
い
的
確
な
解
説
で

あ
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
が
、
広
報
誌
と
い
う
媒
体
の
制
約
も
あ
っ
て
か
、
遺

憾
な
が
ら
ほ
と
ん
ど
人
目
に
触
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
本
稿
で

得
ら
れ
た
成
果
は
結
果
と
し
て
右
に
引
用
し
た
解
説
を
超
え
る
も
の
で
は
な
い

が
、
高
い
資
料
性
を
鑑
み
、
今
後
の
研
究
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
特
に

図
像
内
容
の
確
認
と
原
位
置
の
推
定
に
主
眼
を
置
い
て
各
断
片
の
紹
介
を
行
う

こ
と
と
し
た
い
。
蛇
足
を
加
え
る
所
以
で
あ
る
。

断
片
の
図
像
と
原
位
置
に
つ
い
て

本
品
は
銅
鋳
造
製
、
表
面
に
鍍
金
な
い
し
金
泥
塗
を
施
す
。
現
状
三
十
七
片

に
断
片
化
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
接
続
す
る
断
片
は
確
認
で
き
て
い
な
い
【
図

１
】。
桐
箱
に
納
め
る
。
本
稿
で
は
各
断
片
を
便
宜
上
そ
の
１
、
そ
の
２
と
呼

称
す
る
こ
と
と
す
る
が
、
こ
れ
は
本
報
告
に
お
け
る
個
体
識
別
の
た
め
の
仮
番

号
で
あ
り
、
本
品
に
は
断
片
ご
と
に

付
さ
れ
た
番
号
や
枝
番
は
存
在
し
な

い
。
断
片
の
番
号
は【
図
２
】に
示
す
。

以
下
で
は
ま
ず
原
位
置
を
推
定
で
き

る
断
片
を
区
画
ご
と
に
紹
介
し
、
最

後
に
原
位
置
不
明
の
断
片
を
紹
介
す

る
こ
と
と
し
た
い
。

東
大
寺
所
蔵
の
《
銅
造
舟
形
光
背
》

は
頭
光
部
と
身
光
部
に
大
別
さ
れ
、

身
光
部
は
千
手
観
音
像
を
描
く
面
を

表
、
須
弥
山
世
界
を
描
く
面
を
裏
と

呼
び
慣
わ
し
て
い
る
。
本
稿
で
も
こ

【図１】銅製船形光背断片　大阪市立美術館所蔵

【図２】断片識別番号
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れ
に
従
い
当
館
所
蔵
断
片
の
原
位
置
と
そ
の
表
裏
の
別
も
推
定
す
る
こ
と
と
す

る
。
さ
ら
に
東
大
寺
所
蔵
品
は
三
組
の
紐
状
二
重
界
線
で
区
画
を
設
け
て
い
る
。

本
稿
で
は
そ
れ
ら
に
つ
い
て
、
表
面
で
千
手
観
音
を
描
く
中
央
の
区
画
を
「
中

心
区
」、
そ
の
周
囲
を
め
ぐ
る
区
画
を
「
内
周
区
」、
さ
ら
に
そ
の
周
囲
を
「
外

周
区
」、最
外
縁
の
火
焔
形
に
つ
く
る
部
分
を
「
周
縁
部
」
と
呼
ぶ
こ
と
と
す
る
。

原
位
置
の
推
定
に
あ
た
っ
て
は
先
述
の
通
り
東
大
寺
の
ご
協
力
に
よ
る
現
地
調

査
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
成
果
の
ほ
か
、
平
田
陽
子
氏
の
想
定
復
元
図
（
６
）

、
お
よ
び

中
神
敬
子
氏
に
よ
る
現
状
描
き
起
こ
し
図
（
７
）
を
適
宜
参
考
に
し
て
い
る
。
各
断
片

の
法
量
は
縦
・
横
・
厚
を
計
測
し
て
い
る
。
図
像
内
容
や
原
位
置
が
不
明
な
断

片
に
つ
い
て
も
縦
・
横
を
推
定
し
て
記
録
し
て
い
る
が
、
あ
く
ま
で
便
宜
上
の

も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
図
版
の
縮
尺
は
任
意
で
あ
る
た
め
断
片
相
互
の
大
き
さ

の
関
係
に
つ
い
て
は
【
図
１
・
２
】
を
参
照
さ
れ
た
い
。

中
心
区

そ
の
１
【
図
３
・
４
】

縦
九
・
〇
セ
ン
チ
、
横
四
・
五
セ
ン
チ
、
厚
〇
・
四
五
セ
ン
チ
。
当
館
所
蔵

断
片
中
最
大
の
も
の
。
両
面
と
も
蓮
華
座
上
に
結
跏
趺
坐
す
る
如
来
像
を
描
く
。

表
は
偏
袒
右
肩
に
衣
を
ま
と
っ
て
胸
部
を
露
出
し
、
左
手
を
与
願
印
と
し
、
足

先
を
衣
に
隠
し
た
左
足
を
外
に
蓮
華
座
上
で
結
果
趺
坐
す
る
。
蓮
弁
に
は
子
葉

を
あ
ら
わ
す
。
金
の
粒
子
が
粗
く
、
鍍
金
と
い
う
よ
り
金
泥
を
塗
っ
た
よ
う
に

も
見
受
け
ら
れ
る
。
裏
面
の
如
来
像
は
偏
袒
右
肩
に
衣
を
ま
と
い
、
胸
部
中
央

に
逆
卍
を
あ
ら
わ
す
。
左
足
先
を
衣
中
に
隠
し
、
左
足
を
上
に
蓮
華
座
上
に
結

跏
趺
坐
す
る
。
蓮
弁
に
子
葉
は
あ
ら
わ
さ
な
い
シ
ン
プ
ル
な
表
現
で
あ
る
。
本

断
片
は
図
像
内
容
と
破
断
面
の
接
続
に
よ
り
、
中
心
区
最
上
段
中
央
の
如
来
坐

像
の
一
部
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

 【図４】断片その1　裏面  【図３】断片その１　表面
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そ
の
２
【
図
５
・
６
】

縦
八
・
八
セ
ン
チ
、
横
五
・
二
セ
ン
チ
、
厚
〇
・
四
五
セ
ン
チ
。
表
は
中
心

区
千
手
観
音
像
上
方
の
小
化
仏
と
、
二
本
一
組
の
界
線
を
挟
ん
で
上
部
に
坐
す

五
十
二
の
化
仏
の
内
の
一
体
の
蓮
華
座
が
見
え
る
。
小
化
仏
と
五
十
二
化
仏
の

両
者
が
あ
ら
わ
さ
れ
る
位
置
は
、
五
十
二
化
仏
の
う
ち
千
手
観
音
像
直
上
の
五

体
に
限
ら
れ
る
。
本
断
片
の
位
置
は
そ
の
図
像
内
容
と
破
断
面
の
接
続
に
よ
り
、

中
心
区
最
下
段
向
か
っ
て
右
端
像
の
蓮
華
座
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
裏
面

は
や
は
り
二
重
界
線
を
境
と
し
て
上
部
に
円
光
背
を
負
う
二
尊
を
描
き
、
下
方

に
円
形
頭
光
を
負
う
菩
薩
形
像
を
描
く
。
地
を
魚
々
子
文
で
埋
め
、
雲
気
が
漂

う
。
こ
れ
は
二
十
二
段
で
あ
ら
わ
さ
れ
た
天
界
の
一
部
分
で
あ
る
。

そ
の
３
【
図
７
・
８
上
段
左
】

縦
二
・
九
セ
ン
チ
、
幅
四
・
九
セ
ン
チ
、
厚
〇
・
六
セ
ン
チ
。
表
は
神
仙
の

一
部
で
、
羽
衣
を
ま
と
い
斜
め
左
を
向
い
て
胸
前
で
合
掌
す
る
。
こ
の
断
片
は

破
断
面
の
形
状
か
ら
原
位
置
の
復
元
が
可
能
で
、
中
心
区
空
白
帯
の
左
に
立
つ

最
も
中
央
寄
り
の
神
仙
の
一
部
と
考
え
ら
れ
る
。
裏
面
は
須
弥
山
を
囲
む
海
と

須
弥
山
を
め
ぐ
る
龍
王
の
尾
の
一
部
か
と
思
わ
れ
る
鰭
状
の
も
の
が
見
え
る
。

そ
の
４
【
図
７
・
８
下
段
左
】

縦
五
・
〇
セ
ン
チ
、
横
六
・
五
セ
ン
チ
、
厚
〇
・
七
五
セ
ン
チ
。
表
は
衣
の

筒
袖
の
端
部
が
翻
る
ほ
か
、
裳
裾
と
思
わ
れ
る
衣
文
線
が
広
が
る
。
表
面
の
図

像
で
筒
袖
を
衣
が
確
認
で
き
る
の
は
神
仙
と
、
欠
失
の
多
い
梵
天
・
帝
釈
天
だ

が
、
長
く
垂
れ
た
本
断
片
の
よ
う
な
形
状
は
神
仙
の
も
の
と
判
断
で
き
る
。
裏

面
は
連
山
が
三
列
確
認
で
き
、
山
並
は
ほ
ぼ
水
平
に
走
る
。
須
弥
山
を
め
ぐ
る

七
金
山
で
あ
ろ
う
。
表
面
に
描
か
れ
る
神
仙
の
欠
失
部
と
裏
面
の
七
金
山
の
描

 【図６】断片その２　裏面  【図５】断片その２　表面
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 【図７】神仙部分断片　表面

 【図８】神仙部分断片　裏面
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か
れ
る
位
置
か
ら
本
断
片
の
原
位
置
を
推
定
す
る
と
、
接
合
は
確
認
で
き
な
い

も
の
の
中
心
区
中
央
に
近
い
断
片
と
判
断
で
き
る
。

そ
の
５
【
図
７
・
８
下
段
右
】

縦
三
・
一
セ
ン
チ
、
幅
四
・
二
セ
ン
チ
、
厚
〇
・
五
セ
ン
チ
。
表
は
神
仙
の

裳
の
衣
文
の
一
部
か
と
思
わ
れ
る
直
線
が
数
条
み
ら
れ
る
。
裏
面
は
須
弥
山
の

テ
ラ
ス
状
の
張
り
出
し
部
分
の
一
部
と
思
わ
れ
る
線
刻
の
周
囲
を
魚
々
子
が
埋

め
尽
く
す
。
破
断
面
の
接
合
は
認
め
ら
れ
な
い
が
、
中
心
区
の
い
ず
れ
か
に
位

置
し
て
い
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

そ
の
６
【
図
７
・
８
下
段
中
】

縦
二
・
八
セ
ン
チ
、
幅
三
・
八
セ
ン
チ
、
厚
〇
・
四
セ
ン
チ
。
表
に
は
直
線

状
の
細
線
を
十
条
以
上
描
く
。
お
そ
ら
く
神
仙
の
裳
の
一
部
で
あ
ろ
う
。
裏
面

は
は
つ
ら
れ
、
図
様
を
あ
ら
わ
さ
な
い
。
表
面
の
神
仙
の
欠
失
部
位
を
考
慮
す

る
と
、
本
断
片
は
破
断
面
の
接
続
は
認
め
ら
れ
な
い
も
の
の
中
心
区
の
一
部
で

あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

そ
の
７
【
図
７
・
８
上
段
右
】

縦
四
・
〇
セ
ン
チ
、
幅
二
・
九
セ
ン
チ
、
厚
〇
・
六
セ
ン
チ
。
表
は
神
仙
の

ま
と
う
羽
衣
と
裳
の
一
部
と
思
わ
れ
る
。
裏
面
は
連
山
が
三
重
に
め
ぐ
っ
て
お

り
、
須
弥
山
周
囲
の
七
金
山
の
一
部
と
わ
か
る
。
連
山
の
な
ら
び
方
か
ら
七
金

山
の
右
方
部
分
で
あ
ろ
う
。

そ
の
８
【
図
９
・
10
左
】

縦
二
・
二
セ
ン
チ
、
幅
二
・
五
セ
ン
チ
、
厚
〇
・
六
セ
ン
チ
。
表
に
は
円
の

中
心
か
ら
複
数
の
弧
線
が
螺
旋
状
に
伸
び
る
渦
文
が
見
ら
れ
る
。
同
様
の
文
様

は
千
手
観
音
の
頭
光
に
も
見
ら
れ
る
が
、
頭
光
に
現
さ
れ
た
螺
旋
状
渦
文
は
左

右
に
小
円
文
を
挟
ん
で
花
文
と
交
互
に
配
列
さ
れ
る
の
に
対
し
て
、
本
断
片
で

は
渦
文
の
隣
に
小
円
文
を
設
け
ず
、
渦
文
と
同
大
の
文
様
を
設
け
る
。
こ
れ
ら

の
連
文
を
二
重
線
が
弧
を
描
い
て
支
え
て
い
る
。
さ
ら
に
上
方
に
ゆ
る
い
弧
線
、

下
方
に
も
角
度
は
異
な
る
が
同
様
に
ゆ
る
い
弧
線
が
引
か
れ
る
。
断
片
自
体
は

小
さ
い
が
文
様
は
大
き
く
、
上
記
の
千
手
観
音
の
頭
光
の
ほ
か
に
は
同
様
の
文

様
は
見
ら
れ
な
い
。
こ
こ
で
は
上
方
の
弧
線
を
三
道
、
下
方
の
弧
線
を
胸
飾
の

一
部
と
見
て
、
千
手
観
音
像
の
右
胸
部
上
方
で
あ
る
可
能
性
を
指
摘
し
て
お
き

た
い
。
千
手
観
音
は
蓮
弁
帯
に
唐
草
を
付
し
瓔
珞
を
下
げ
る
天
平
時
代
特
有
の

流
麗
な
胸
飾
を
つ
け
る
が
、
上
述
の
推
定
が
正
し
け
れ
ば
そ
の
上
方
に
渦
文
を

付
す
首
飾
り
を
着
け
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
裏
面
は
二
重
界
線
を
伴
う
天
界

表
現
で
、
翻
る
天
衣
な
い
し
雲
気
文
と
地
を
埋
め
尽
く
す
魚
々
子
が
確
認
で
き

る
。
以
上
よ
り
本
断
片
の
原
位
置
は
破
断
面
の
接
続
は
確
認
で
き
な
い
も
の
の

中
心
区
の
一
部
と
推
定
さ
れ
る
。

そ
の
９
【
図
９
・
10
中
】

縦
四
・
一
セ
ン
チ
、
幅
三
・
九
セ
ン
チ
、
厚
〇
・
五
セ
ン
チ
。
表
は
中
尊
千

手
観
音
像
の
裳
裾
及
び
天
衣
の
一
部
と
思
わ
れ
る
。
裏
面
は
須
弥
山
の
う
ち
テ

ラ
ス
状
に
張
り
出
し
た
部
分
と
思
わ
れ
る
。
以
上
か
ら
推
定
す
る
と
、
破
断
面

の
接
続
は
認
め
ら
れ
な
い
も
の
の
本
断
片
の
原
位
置
は
中
心
区
の
一
部
で
あ
っ

た
と
判
断
さ
れ
る
。

そ
の
10
【
図
９
・
10
右
】

縦
五
・
〇
セ
ン
チ
、
幅
四
・
〇
セ
ン
チ
、
厚
〇
・
五
セ
ン
チ
。
表
に
は
端
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部
を
縁
取
る
衣
が
翻
る
様
を
描
く
。
こ
れ
は
千
手
観
音
の
裳
裾
か
と
思
わ
れ
る
。

裏
面
は
は
つ
ら
れ
て
お
り
図
様
を
あ
ら
わ
さ
な
い
。
本
断
片
の
あ
ら
わ
す
線
描

が
千
手
観
音
の
裳
裾
で
あ
る
な
ら
ば
、
本
断
片
は
中
心
区
の
一
部
に
も
と
位
置

し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

そ
の
11
【
図
11
・
12
下
段
左
】

縦
二
・
九
セ
ン
チ
、
幅
四
・
二
セ
ン
チ
、
厚
〇
・
四
五
セ
ン
チ
。
表
は
は
つ

ら
れ
、
図
様
を
あ
ら
わ
さ
な
い
。
裏
面
は
須
弥
山
の
テ
ラ
ス
状
の
張
出
部
の
一

部
と
思
わ
れ
る
。
神
護
寺
経
等
の
装
飾
経
の
見
返
し
絵
に
見
ら
れ
る
霊
鷲
山
の

表
現
を
簡
略
化
し
た
よ
う
な
鳥
頭
形
の
輪
郭
を
あ
ら
わ
す
。
破
断
面
の
接
続
を

確
認
で
き
ず
、
表
面
の
図
像
も
不
明
な
た
め
明
確
な
位
置
は
断
言
で
き
な
い
が
、

本
断
片
は
中
心
区
の
い
ず
れ
か
に
位
置
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

そ
の
12
【
図
11
・
12
下
段
中
】

縦
二
・
七
セ
ン
チ
、
幅
三
・
二
セ
ン
チ
、
厚
〇
・
四
セ
ン
チ
。
表
に
は
二
重

同
心
円
の
一
部
と
外
円
か
ら
放
射
状
に
伸
び
る
Ｕ
字
形
線
刻
と
そ
の
周
囲
に
平

行
線
が
あ
ら
わ
さ
れ
る
。
お
そ
ら
く
蓮
台
と
反
花
の
一
部
で
あ
ろ
う
。
蓮
弁
は

二
重
線
で
縁
取
ら
れ
、
蓮
弁
内
に
子
葉
を
あ
ら
わ
す
。
子
葉
を
持
つ
蓮
弁
は
表

面
の
蓮
台
に
集
中
し
て
み
ら
れ
、
裏
面
で
は
内
区
中
央
最
上
段
の
如
来
像
の
坐

す
蓮
台
反
花
に
の
み
見
ら
れ
る
が
、
本
断
片
に
描
か
れ
る
像
の
大
き
さ
は
こ
の

部
分
に
該
当
し
そ
う
に
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
子
葉
を
持
つ
連
弁
の
描
か
れ
た

本
面
が
表
に
あ
た
る
と
考
え
ら
れ
る
。
裏
面
に
は
衣
に
包
ま
れ
た
左
膝
と
左
脚

部
と
思
わ
れ
る
曲
線
、
そ
の
上
部
に
左
腕
部
も
し
く
は
袖
の
一
部
と
見
ら
れ
る

線
が
見
て
取
れ
る
。
本
断
片
は
表
面
で
中
心
区
最
上
段
の
如
来
に
随
侍
す
る
菩

薩
像
の
蓮
台
、
裏
面
も
中
心
区
最
上
段
の
如
来
に
随
侍
す
る
菩
薩
像
の
左
膝
と

 【図９】千手観音部分断片　表面

 【図10】千手観音部分断片　裏面
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 【図11】中心区原位置判明断片　表面

 【図12】中心区原位置判明断片　裏面

212493_大阪市立美術館 紀要 第18号(82051) 

 

CTP 

 

22 

 

折 

 

2018/03/26 21:11:36

 



─ 23 ─

推
定
さ
れ
る
。
破
断
面
の
接
続
は
確
認
で
き
な
い
。

そ
の
13
【
図
11
・
12
上
段
中
】

縦
三
・
八
セ
ン
チ
、
幅
五
・
四
セ
ン
チ
、
厚
〇
・
三
五
セ
ン
チ
。
表
は
千
手

観
音
を
取
り
巻
く
小
化
仏
の
直
上
の
五
十
二
化
仏
の
胸
部
と
頭
部
下
半
で
あ
る
。

最
下
段
、
中
央
右
隣
の
化
仏
だ
ろ
う
。
裏
面
は
二
十
二
段
で
表
現
さ
れ
た
天
界

の
う
ち
上
か
ら
七
段
目
の
天
に
い
ま
す
菩
薩
像
。
右
斜
め
を
向
き
胸
前
で
合
掌

す
る
か
。
頭
光
・
身
光
を
負
う
。
以
上
の
よ
う
に
、
破
断
面
の
接
続
は
確
認
で

き
な
い
が
本
断
片
は
中
心
区
の
一
部
で
あ
ろ
う
。

そ
の
14
【
図
11
・
12
右
】

縦
六
・
六
セ
ン
チ
、
幅
三
・
一
セ
ン
チ
、
厚
〇
・
五
セ
ン
チ
。
表
は
鏨
状
の

工
具
で
は
つ
ら
れ
て
お
り
図
様
を
あ
ら
わ
さ
な
い
。
裏
面
は
須
弥
山
を
取
り
囲

む
海
の
表
現
が
見
ら
れ
、
上
方
左
に
須
弥
山
の
一
部
と
思
わ
れ
る
陸
地
表
現
と
、

上
方
右
に
縦
に
列
な
る
連
山
が
確
認
で
き
、
海
の
下
方
で
は
渦
を
巻
い
て
い
る
。

須
弥
山
の
位
置
と
山
の
列
な
り
方
か
ら
判
断
す
る
と
、
本
断
片
は
中
心
区
の
一

部
と
推
定
さ
れ
る
。
破
断
面
の
接
続
は
確
認
で
き
て
い
な
い
。

内
周
区

そ
の
15
【
図
13
・
14
】

縦
五
・
一
セ
ン
チ
、
幅
四
・
〇
セ
ン
チ
、
厚
〇
・
五
セ
ン
チ
。
表
は
正
面
を

向
い
て
二
重
円
形
頭
光
と
身
光
を
負
い
、
衣
を
通
肩
に
ま
と
う
如
来
坐
像
で
あ

る
。
五
十
二
化
仏
の
一
体
で
あ
ろ
う
。
裏
面
は
二
十
界
線
を
境
と
し
て
上
部
は

円
光
背
を
負
う
一
尊
の
一
部
と
地
の
魚
々
子
と
雲
気
が
見
ら
れ
る
。
下
方
は
地

の
魚
々
子
と
雲
気
文
だ
け
が
見
ら
れ
る
。
い
ず
れ
も
二
十
二
段
で
区
切
ら
れ
た

天
界
の
一
部
で
あ
ろ
う
。
本
断
片
は
図
像
内
容
と
破
断
面
が
接
合
す
る
こ
と
か

ら
原
位
置
が
判
明
し
た
。
す
な
わ
ち
、
表
面
は
内
周
区
の
下
か
ら
二
段
目
の
化

仏
の
面
部
・
胸
部
で
あ
り
、
裏
面
は
下
か
ら
九
段
目
の
天
の
雲
気
文
と
そ
の
上

部
の
界
線
で
あ
る
。

 【図14】断片その15　裏面 【図13】断片その15　表面
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そ
の
16
【
図
11
・
12
上
段
左
】

縦
二
・
二
セ
ン
チ
、
幅
三
・
六
セ
ン
チ
、
厚
〇
・
四
セ
ン
チ
。
表
裏
の
別
は

不
詳
。
一
面
に
は
三
道
を
あ
ら
わ
し
、
衣
端
を
左
肩
に
懸
け
、
右
肩
に
も
衣
が

や
や
か
か
る
如
来
像
の
胸
部
と
見
ら
れ
る
。
胸
部
中
央
の
線
刻
は
卍
文
の
一
部

と
も
思
わ
れ
る
が
損
傷
時
の
亀
裂
と
混
然
一
体
と
な
り
定
か
で
は
な
い
。
も
う

一
方
の
面
に
も
三
道
と
通
肩
に
衣
を
ま
と
い
胸
元
を
の
ぞ
か
せ
る
Ｕ
字
形
の
衣

文
線
が
見
ら
れ
、
や
は
り
如
来
像
の
一
部
と
思
わ
れ
る
。
胸
部
に
卍
文
は
見
ら

れ
な
い
。
表
裏
同
位
置
で
ほ
ぼ
同
寸
の
如
来
像
が
正
面
向
き
で
あ
ら
わ
さ
れ
る

の
は
内
周
区
中
央
最
上
部
の
如
来
像
の
ほ
か
に
見
い
だ
し
が
た
く
、
本
断
片
は

内
周
区
中
央
最
上
部
に
存
在
が
想
定
さ
れ
る
如
来
坐
像
の
一
部
と
推
定
さ
れ
る
。

当
該
箇
所
の
欠
失
は
大
き
く
、
破
断
面
の
接
続
は
確
認
で
き
な
い
。

東
大
寺
所
蔵
《
銅
造
舟
形
光
背
》
で
は
表
面
最
上
段
（
外
区
）
中
央
上
部
の

如
来
坐
像
が
右
肩
を
露
出
す
る
偏
袒
右
肩
、
下
段
（
内
区
）
上
部
中
央
の
如
来

坐
像
は
右
肩
に
衣
を
や
や
懸
け
る
偏
袒
右
肩
と
し
、
い
ず
れ
も
胸
部
に
卍
文

を
あ
ら
わ
す
。
裏
面
で
は
最
上
段
（
外
区
）
の
如
来
坐
像
を
通
肩
で
あ
ら
わ
し
、

下
段
（
内
区
）
上
部
中
央
の
如
来
坐
像
は
右
肩
を
露
出
す
る
偏
袒
右
肩
に
あ
ら

わ
す
。
外
区
像
は
通
肩
の
た
め
卍
文
を
あ
ら
わ
さ
ず
、
内
区
像
は
胸
部
以
下
を

欠
失
す
る
た
め
卍
文
の
有
無
は
不
明
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
如
来
坐
像
は
バ
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
を
も
っ
て
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
周
囲
の
如
来
像
や
菩
薩

像
を
見
る
限
り
、
そ
こ
に
規
則
性
は
見
い
だ
せ
ず
、
本
断
片
の
表
裏
を
判
断
す

る
の
は
現
時
点
で
は
難
し
い
。

そ
の
17
【
図
７
・
８
上
段
中
】

縦
四
・
八
セ
ン
チ
、
幅
三
・
四
セ
ン
チ
、
厚
〇
・
四
セ
ン
チ
。
表
は
向
か
っ

て
左
斜
め
を
向
く
神
仙
の
一
部
で
、
星
冠
と
呼
ぶ
冠
の
折
れ
曲
が
っ
た
飾
り
（
８
）

の

先
端
部
と
神
仙
の
左
眉
と
左
耳
、
も
う
一
人
の
神
仙
の
額
の
一
部
が
見
え
る
。

地
を
魚
々
子
で
埋
め
尽
く
す
。
裏
面
は
海
を
連
山
が
め
ぐ
り
、
上
方
を
魚
々
子

で
埋
め
尽
く
す
。
破
断
面
は
接
合
し
な
い
が
図
像
内
容
か
ら
そ
の
原
位
置
が
推

定
で
き
、
内
周
区
向
か
っ
て
右
側
の
一
部
で
あ
る
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。
内
周

区
に
は
左
右
で
神
仙
が
二
体
ず
つ
あ
ら
わ
さ
れ
、
本
断
片
は
外
周
区
右
側
の
左

像
の
星
冠
と
左
耳
お
よ
び
右
像
の
額
の
輪
郭
線
が
あ
ら
わ
さ
れ
た
も
の
だ
ろ
う
。

外
周
区

該
当
な
し
。
当
館
所
蔵
品
の
う
ち
外
周
区
の
図
様
に
該
当
す
る
こ
と
が
明
ら

か
な
断
片
は
存
在
し
な
い
。

周
縁
部

そ
の
18
【
図
17
・
18
中
段
右
】

縦
七
・
〇
セ
ン
チ
、
幅
三
・
八
セ
ン
チ
、
厚
〇
・
六
セ
ン
チ
。
身
光
部
周
縁

部
の
火
焔
の
先
端
で
、
中
央
に
穴
を
穿
つ
面
が
表
、
線
刻
が
拙
い
面
が
裏
と
み

ら
れ
る
た
め
、
向
か
っ
て
右
側
外
縁
の
火
焔
で
あ
ろ
う
。
破
断
面
の
接
続
は
確

認
で
き
て
い
な
い
た
め
、
詳
細
な
原
位
置
は
特
定
で
き
な
い
。

そ
の
19
【
図
17
・
18
下
段
右
】

縦
三
・
六
セ
ン
チ
、
幅
三
・
四
セ
ン
チ
、
厚
〇
・
四
五
セ
ン
チ
。
表
裏
の

別
は
不
詳
。
図
様
を
あ
ら
わ
す
面
は
渦
文
が
見
え
、
周
縁
部
の
火
焔
の
一
部
か

と
思
わ
れ
る
。
他
面
は
火
中
し
融
解
し
て
お
り
火
ぶ
く
れ
の
た
め
に
図
様
が
確

認
で
き
な
い
。
身
光
部
周
縁
部
火
焔
の
一
部
も
し
く
は
頭
光
部
の
一
部
だ
ろ
う
。

破
断
面
の
接
続
は
確
認
で
き
て
い
な
い
。
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身
光
部
区
域
不
明
分

そ
の
20
【
図
15
・
16
右
下
】

縦
四
・
二
セ
ン
チ
、
幅
二
・
二
セ
ン
チ
、
厚
一
・
七
セ
ン
チ
。
表
裏
の
別
は

不
詳
。
円
柱
を
半
裁
し
た
よ
う
な
形
状
か
ら
紐
状
二
重
界
線
の
一
部
と
思
わ
れ

る
。
火
中
し
損
傷
著
し
く
、
他
面
は
融
解
し
火
ぶ
く
れ
の
た
め
図
様
は
定
か
で

は
な
い
。
紐
状
界
線
は
直
線
的
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
身
光
部
の
い
ず
れ
か
の
界

線
と
推
測
さ
れ
る
。
破
断
面
の
接
続
は
確
認
で
き
て
い
な
い
。

そ
の
21
【
図
15
・
16
左
】

縦
六
・
八
セ
ン
チ
、
幅
四
・
一
セ
ン
チ
、
厚
一
・
四
セ
ン
チ
（
板
部
〇
・
六

セ
ン
チ
）。
表
は
紐
状
二
重
界
線
と
そ
の
内
側
に
翻
る
天
衣
と
思
わ
れ
る
数
条

の
細
線
を
あ
ら
わ
し
、
地
を
魚
々
子
で
埋
め
る
。
裏
面
は
七
金
山
の
一
部
と
思

わ
れ
る
連
山
を
二
列
あ
ら
わ
す
。
図
像
内
容
か
ら
中
心
区
の
一
部
と
思
わ
れ
る

が
、
紐
状
二
重
界
線
が
欠
損
す
る
箇
所
で
上
記
の
よ
う
な
天
衣
を
翻
す
尊
格
は

見
当
た
ら
な
い
た
め
原
位
置
を
復
元
で
き
な
い
。
破
断
面
の
接
続
も
確
認
で
き

て
い
な
い
。

そ
の
22
【
図
15
・
16
右
上
】

縦
三
・
〇
セ
ン
チ
、
幅
三
・
三
セ
ン
チ
、
厚
〇
・
四
セ
ン
チ
。
表
は
損
傷

著
し
く
荒
れ
て
お
り
図
様
を
判
別
で
き
な
い
。
こ
の
面
を
表
面
と
判
断
で
き
る

の
は
、
裏
面
の
図
様
が
確
認
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
裏
面
は
上
部
に
二
重
界
線

を
引
き
、
円
形
頭
光
を
負
っ
て
右
斜
め
を
向
く
菩
薩
像
の
頭
部
が
確
認
で
き
る
。

天
界
の
一
部
で
あ
ろ
う
こ
と
は
推
定
で
き
る
が
、
詳
細
な
原
位
置
は
不
明
。
破

断
面
の
接
続
も
確
認
で
き
て
い
な
い
。

 【図16】身光部原位置不明断片　裏面  【図15】身光部原位置不明断片　表面
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頭
光
部

そ
の
23
【
図
17
・
18
下
段
中
】

縦
五
・
〇
セ
ン
チ
、
幅
三
・
八
セ
ン
チ
、
厚
〇
・
五
セ
ン
チ
。
両
面
と
も

花
弁
お
よ
び
唐
草
文
の
一
部
と
思
わ
れ
る
花
弁
と
曲
線
が
み
て
と
れ
る
。
毛
彫

り
は
線
が
や
や
太
い
。
地
の
魚
々
子
は
互
い
に
重
な
り
あ
い
な
が
ら
も
全
周
を

し
っ
か
り
と
打
つ
。
身
光
部
に
こ
う
し
た
植
物
文
様
は
見
ら
れ
な
い
た
め
頭
光

部
の
一
部
と
考
え
ら
れ
る
。
破
断
面
の
接
続
は
確
認
で
き
な
い
た
め
、
詳
細
な

原
位
置
は
不
明
で
あ
る
。

そ
の
24
【
図
17
・
18
中
上
段
左
か
ら
二
】

縦
四
・
九
セ
ン
チ
、
幅
五
・
五
セ
ン
チ
、
厚
一
・
二
セ
ン
チ
（
板
部
〇
・
三

セ
ン
チ
）。
表
裏
の
別
は
不
詳
。
最
外
縁
の
紐
状
界
線
と
周
縁
部
の
火
焔
の
一

部
と
思
わ
れ
る
。
全
体
に
薄
造
り
で
毛
彫
り
線
は
や
や
拙
く
、
紐
状
界
線
は
緩

い
弧
を
描
く
こ
と
か
ら
頭
光
部
の
最
外
周
の
一
部
分
と
み
ら
れ
る
が
、
身
光
部

の
周
縁
部
の
可
能
性
も
あ
る
。

そ
の
25
【
図
17
・
18
中
下
段
左
か
ら
三
】

縦
三
・
八
セ
ン
チ
、
幅
二
・
八
セ
ン
チ
、
厚
〇
・
四
セ
ン
チ
。
表
裏
の
別

は
不
詳
。
一
面
は
左
耳
と
左
頬
、
円
形
頭
光
と
身
光
の
一
部
、
た
な
び
く
雲
気

と
魚
々
子
が
確
認
で
き
る
。
頭
光
と
身
光
を
負
う
の
は
如
来
像
に
限
ら
れ
る
が
、

身
光
部
で
は
頭
光
・
身
光
と
も
二
重
円
で
描
か
れ
て
お
り
、
本
断
片
の
よ
う
に

単
円
で
描
か
れ
る
頭
光
・
身
光
は
頭
光
部
の
如
来
像
に
の
み
見
ら
れ
る
特
徴
で

あ
る
。
他
面
も
不
鮮
明
な
弧
線
が
数
条
見
ら
れ
、
光
背
と
宝
相
華
唐
草
文
あ
る

い
は
雲
気
文
の
一
部
と
考
え
ら
れ
、
図
像
か
ら
本
断
片
は
頭
光
部
の
一
部
と
推

定
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
で
、
本
断
片
の
外
形
は
型
抜
き
し
た
よ
う
に
線
刻
の
曲
線

に
沿
っ
て
整
え
ら
れ
て
お
り
、
他
の
断
片
の
形
状
と
は
一
線
を
画
す
。
火
中
し

た
際
の
損
傷
に
よ
る
も
の
で
な
い
こ
と
は
明
ら
か
だ
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
東

大
寺
所
蔵
《
銅
造
舟
形
光
背
》
の
図
様
を
描
き
起
こ
し
た
中
神
敬
子
氏
の
観
察

所
見
が
参
考
に
な
る
。
同
氏
に
よ
れ
ば
頭
光
部
は
宝
相
華
唐
草
文
や
化
仏
の
外

形
に
沿
っ
て
彫
り
ぬ
く
透
か
し
状
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
（
９
）
。
本
断
片
も
小
片
な

が
ら
そ
の
こ
と
を
示
す
貴
重
な
断
片
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
以
上
の
よ
う
に

本
断
片
は
図
像
と
形
状
の
両
面
か
ら
頭
光
部
の
一
部
と
判
断
さ
れ
る
。
破
断
面

の
接
続
は
確
認
で
き
ず
、
詳
細
な
原
位
置
は
不
明
。

そ
の
26
【
図
17
・
18
下
段
左
】

縦
三
・
二
セ
ン
チ
、
幅
二
・
四
セ
ン
チ
、
厚
〇
・
五
セ
ン
チ
。
表
裏
の
別
は

不
詳
。
い
ず
れ
の
面
も
地
に
粗
い
魚
々
子
を
打
ち
、
宝
相
華
文
の
一
部
と
思
わ

れ
る
弧
線
の
重
な
り
が
見
ら
れ
る
。
身
光
部
に
こ
う
し
た
植
物
文
様
は
見
ら
れ

な
い
た
め
頭
光
の
中
心
区
も
し
く
は
内
周
区
部
分
の
一
部
で
あ
ろ
う
。
破
断
面

の
接
続
は
確
認
で
き
ず
、
詳
細
な
原
位
置
は
不
明
。

そ
の
27
【
図
17
・
18
上
段
左
】

縦
一
・
七
セ
ン
チ
、
幅
四
・
二
セ
ン
チ
、
厚
〇
・
五
五
セ
ン
チ
。
表
裏
の
別

は
不
詳
。
一
方
の
面
に
は
宝
相
華
唐
草
文
の
一
部
と
思
わ
れ
る
花
弁
が
描
か
れ
、

間
地
を
魚
々
子
で
埋
め
る
。
も
う
一
方
の
面
に
も
花
弁
の
一
部
と
思
わ
れ
る
曲

線
が
描
か
れ
、
間
地
を
粗
い
魚
々
子
で
埋
め
る
。
花
弁
文
様
の
存
在
や
魚
々
子

の
粗
い
表
現
か
ら
、
本
断
片
は
頭
光
部
中
心
区
も
し
く
は
内
周
区
の
宝
相
華
唐

草
文
様
の
一
部
と
推
測
さ
れ
る
。
破
断
面
の
接
続
は
確
認
で
き
ず
詳
細
な
原
位

置
は
不
明
で
あ
る
。
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 【図17】身光部周縁・頭光部断片　表面

 【図18】身光部周縁・頭光部断片　裏面
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そ
の
28
【
図
17
・
18
中
下
段
左
か
ら
二
】

縦
二
・
五
セ
ン
チ
、
幅
三
・
二
セ
ン
チ
、
厚
〇
・
五
セ
ン
チ
。
表
裏
の
別

は
不
詳
。
一
方
の
面
に
は
雲
気
文
の
一
部
、
も
う
一
方
の
面
に
も
雲
気
文
の
一

部
と
思
わ
れ
る
曲
線
と
魚
々
子
が
見
ら
れ
る
。
破
断
面
の
接
続
は
確
認
で
き
ず
、

該
当
箇
所
は
不
明
な
が
ら
頭
光
部
の
一
部
で
あ
ろ
う
。

そ
の
29
【
図
17
・
18
上
段
右
】

縦
三
・
四
セ
ン
チ
、
幅
一
・
五
セ
ン
チ
、
厚
〇
・
六
セ
ン
チ
（
最
大
一
・
四

セ
ン
チ
）。
表
裏
の
別
、
縦
横
の
別
は
不
詳
。
一
方
の
面
に
は
衣
文
あ
る
い
は

雲
気
文
の
一
部
と
見
ら
れ
る
線
描
が
あ
る
が
詳
細
は
不
明
。
他
面
に
も
雲
気
文

あ
る
い
は
光
背
の
一
部
と
見
ら
れ
る
曲
線
が
あ
り
、
そ
の
周
囲
に
お
互
い
に
干

渉
し
あ
う
粗
い
魚
々
子
が
打
た
れ
る
。
こ
れ
ら
は
頭
光
部
に
見
ら
れ
る
表
現
に

近
く
、
本
断
片
は
頭
光
部
の
一
部
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
破
断
面
の
接
続
は

確
認
で
き
ず
、
原
位
置
の
詳
細
は
不
明
。

そ
の
30
【
図
17
・
18
上
段
右
か
ら
二
】

縦
一
・
八
セ
ン
チ
、
幅
一
・
六
セ
ン
チ
、
厚
〇
・
四
セ
ン
チ
。
表
裏
の
別
、

縦
横
の
別
は
不
詳
。
一
方
の
面
に
は
や
や
太
い
線
描
の
直
線
二
本
で
鋭
角
が
描

か
れ
る
。
粗
い
線
描
は
頭
光
部
の
そ
れ
に
近
い
表
現
と
も
見
ら
れ
る
が
、
詳
細

は
不
明
で
あ
る
。
他
面
は
表
層
が
荒
れ
、
魚
々
子
の
痕
跡
か
火
中
し
た
際
の
損

傷
か
判
断
が
つ
か
な
い
。
破
断
面
の
接
続
は
確
認
で
き
ず
原
位
置
の
詳
細
は
不

明
で
あ
る
。
小
片
で
あ
り
か
つ
状
態
も
良
く
な
い
た
め
に
断
言
は
で
き
な
い
が
、

本
断
片
は
頭
光
部
の
一
部
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。

そ
の
31
【
図
17
・
18
中
下
段
左
】

縦
二
・
〇
セ
ン
チ
、
幅
一
・
四
セ
ン
チ
、
厚
〇
・
五
セ
ン
チ
。
表
裏
お
よ
び

縦
横
の
別
は
不
詳
。
一
方
の
面
に
蕨
手
状
に
先
端
を
巻
き
込
む
線
描
が
見
ら
れ

る
が
、
間
地
で
は
な
く
文
様
部
と
見
ら
れ
る
部
分
に
魚
々
子
が
打
た
れ
て
お
り
、

制
作
時
に
正
し
く
理
解
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
他
面
に
も
雲
気

文
あ
る
い
は
唐
草
文
様
か
火
焔
の
一
部
と
思
わ
れ
る
曲
線
が
見
ら
れ
る
。
両
面

と
も
表
現
は
稚
拙
で
、
曲
線
は
流
麗
さ
に
欠
け
た
角
張
っ
た
も
の
で
あ
り
、
頭

光
部
の
表
現
に
近
い
。
ま
た
、
本
断
片
も
「
そ
の
25
」
と
同
様
に
型
抜
き
し
た

よ
う
な
輪
郭
の
整
う
外
形
を
持
つ
た
め
透
か
し
彫
り
の
一
部
と
見
ら
れ
る
。
し

た
が
っ
て
本
断
片
は
頭
光
部
の
一
部
と
判
断
さ
れ
る
。

そ
の
32
【
図
17
・
18
中
上
段
左
】

縦
五
・
三
セ
ン
チ
、
幅
四
・
一
セ
ン
チ
、
厚
一
・
四
セ
ン
チ
（
板
部
は
〇
・

五
セ
ン
チ
）。
表
裏
の
別
は
不
詳
。
最
外
縁
の
二
本
組
紐
状
界
線
と
周
縁
部
の

火
焔
の
一
部
で
あ
る
。
紐
状
界
線
の
内
側
は
欠
損
で
は
な
く
人
為
的
に
透
か
し

彫
り
を
お
こ
な
っ
た
形
跡
が
あ
る
こ
と
か
ら
、「
そ
の
25
」「
そ
の
31
」
と
同
様

に
本
断
片
は
頭
光
部
の
一
部
と
判
断
さ
れ
る
。
破
断
面
の
接
続
は
確
認
で
き
ず
、

詳
細
な
原
位
置
は
特
定
で
き
な
い
。

そ
の
33
【
図
17
・
18
中
上
段
左
か
ら
三
】

縦
三
・
二
セ
ン
チ
、
幅
二
・
五
セ
ン
チ
、
厚
一
・
五
セ
ン
チ
。
表
裏
不
明
。

紐
状
二
重
界
線
の
一
部
で
あ
る
。
小
片
で
あ
り
断
言
す
る
の
は
難
し
い
が
、
緩

い
弧
を
描
い
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、
円
形
光
背
で
あ
る
頭
光
部
の
一
部
と
思
わ

れ
る
。
破
断
面
の
接
続
は
確
認
で
き
て
い
な
い
。
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 【図19】図様・原位置不明断片　表面

 【図20】図様・原位置不明断片　裏面
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不
明
分

そ
の
34
【
図
19
・
20
右
】

縦
七
・
二
セ
ン
チ
、
幅
四
・
六
セ
ン
チ
、
厚
〇
・
四
五
セ
ン
チ
。
表
裏
の
別
、

縦
横
の
別
、
身
光
部
・
頭
光
部
の
別
は
不
詳
。
火
中
し
た
際
の
被
害
が
甚
大
で
、

線
描
の
有
無
も
確
認
で
き
な
い
。
表
層
は
被
熱
し
た
際
に
沸
き
立
っ
た
よ
う
で

気
泡
状
に
膨
れ
あ
が
り
、
さ
ら
に
白
化
し
て
い
る
。
断
面
で
緩
い
曲
線
を
描
く

よ
う
に
湾
曲
し
て
お
り
、
被
熱
し
た
際
に
強
い
力
が
加
わ
っ
た
こ
と
が
想
像
さ

れ
る
。
当
館
所
蔵
の
断
片
の
中
で
は
大
型
の
部
類
に
属
す
が
、
破
断
面
の
接
続

も
確
認
で
き
て
い
な
い
た
め
残
念
な
が
ら
そ
の
原
位
置
は
復
元
で
き
な
い
。

そ
の
35
【
図
19
・
20
中
上
】

縦
二
・
七
セ
ン
チ
、
幅
二
・
六
セ
ン
チ
、
厚
〇
・
四
セ
ン
チ
。
表
裏
の
別
、

縦
横
位
置
は
不
詳
。
身
光
部
・
頭
光
部
の
別
も
不
明
。
全
面
に
魚
々
子
を
打
つ

よ
う
に
も
見
え
る
が
、
火
中
に
よ
る
火
ぶ
く
れ
で
肌
が
荒
れ
、
一
部
は
白
緑
化

し
て
お
り
図
様
を
判
別
で
き
な
い
。
損
傷
状
況
は
「
そ
の
34
」
の
状
態
に
近
く
、

原
位
置
も
近
い
箇
所
と
思
わ
れ
る
。
破
断
面
の
接
続
は
確
認
で
き
ず
、
原
位
置

は
復
元
で
き
な
い
。

そ
の
36
【
図
19
・
20
中
下
】

縦
三
・
二
セ
ン
チ
、
幅
二
・
五
セ
ン
チ
、
厚
〇
・
五
セ
ン
チ
（
最
大
一
・
七

セ
ン
チ
）。
表
裏
の
別
や
縦
横
は
不
詳
。
火
中
し
融
解
し
た
部
分
が
癒
着
し
て

お
り
、
線
刻
・
文
様
等
の
図
様
は
判
別
で
き
な
い
。
破
断
面
の
接
続
も
確
認
で

き
ず
、
頭
光
・
身
光
の
別
や
該
当
箇
所
も
不
明
で
あ
る
。

そ
の
37
【
図
19
・
20
右
】

縦
五
・
三
セ
ン
チ
、
幅
二
・
七
セ
ン
チ
、
厚
一
・
三
セ
ン
チ
。
パ
イ
プ
を
半

裁
し
た
よ
う
な
断
面
Ｕ
字
形
の
形
状
で
、
紐
状
二
重
界
線
と
も
形
状
は
異
な
る
。

図
様
を
あ
ら
わ
す
平
面
部
を
持
た
ず
、
ど
の
部
分
に
当
て
は
ま
る
か
不
明
で
あ

る
。

図
様
の
確
認
と
原
位
置
の
推
定

以
上
の
よ
う
に
当
館
に
所
蔵
さ
れ
る
《
銅
製
舟
形
光
背
断
片
》
三
十
七
片

に
つ
い
て
検
討
し
、
断
片
の
図
様
を
確
認
し
た
う
え
で
原
位
置
の
推
定
を
試
み

た
。
結
果
、
東
大
寺
所
蔵
重
要
文
化
財
《
銅
造
船
形
光
背
》
と
一
具
で
あ
っ
た

も
の
で
ほ
ぼ
誤
り
の
な
い
こ
と
が
判
明
し
た
。
三
十
七
片
の
う
ち
図
様
の
確
認

で
き
た
三
十
三
片
に
つ
い
て
は
お
お
よ
そ
の
原
位
置
を
推
定
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
そ
れ
ぞ
れ
、
身
光
部
・
頭
光
部
の
別
、
そ
し
て
不
明
品
に
分
け
、
次
い
で

身
光
部
の
一
部
と
思
わ
れ
る
断
片
に
つ
い
て
は
そ
の
位
置
が
東
大
寺
所
蔵
《
銅

造
舟
形
光
背
》
と
接
続
関
係
が
明
ら
か
な
も
の
、
接
続
関
係
は
明
ら
か
で
は
な

い
も
の
の
お
お
む
ね
原
位
置
を
推
定
で
き
る
も
の
、
原
位
置
は
推
定
で
き
な
い

も
の
の
身
光
部
の
一
部
で
あ
る
可
能
性
の
高
い
も
の
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
ま
た
、
頭
光
部
の
一
部
と
推
定
さ
れ
る
断
片
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
そ

れ
ら
の
原
位
置
を
復
元
で
き
な
か
っ
た
が
、
頭
光
部
の
一
部
と
判
断
し
た
根
拠

を
示
し
た
。
頭
光
部
は
外
形
を
刳
っ
て
透
か
す
な
ど
身
光
部
と
は
異
な
る
表
現

形
式
を
持
ち
、
線
刻
表
現
の
技
術
で
は
身
光
部
の
も
の
と
比
べ
る
と
や
や
劣
る

よ
う
に
見
受
け
ら
れ
た
。
図
様
も
化
仏
の
光
背
を
単
円
で
描
く
な
ど
身
光
部
と

は
異
な
る
表
現
を
用
い
て
い
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
諸
特
徴
は
今

後
新
た
に
断
片
の
発
見
が
あ
っ
た
と
し
て
も
分
類
に
有
効
な
指
標
と
な
る
こ
と

と
思
う
。
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ま
た
、
東
大
寺
に
お
け
る
調
査
で
は
、
断
片
同
士
の
破
断
面
が
な
か
な
か
接

合
し
な
い
状
況
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
た
。
被
熱
し
た
際
に
破
砕
し
、
の
ち

に
冷
却
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
断
片
が
収
縮
し
た
た
め
に
本
来
接
合
す
る
は
ず
の
破

断
面
同
士
で
あ
っ
て
も
う
ま
く
接
合
し
な
い
の
で
あ
ろ
う
こ
と
が
想
像
さ
れ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
も
そ
も
ど
の
よ
う
な
状
況
で
こ
の
よ
う
な
銅
板
が
破
砕
す

る
現
象
が
起
こ
る
の
か
、
い
ま
に
わ
か
に
復
元
的
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

東
大
寺
所
蔵
《
銅
造
舟
形
光
背
》
に
つ
い
て

前
後
す
る
が
、
東
大
寺
に
伝
わ
る
《
銅
造
舟
形
光
背
》
に
つ
い
て
触
れ
て
お

き
た
い
。
同
光
背
に
つ
い
て
は
下
野
玲
子
氏
に
よ
っ
て
研
究
史
が
ま
と
め
ら
れ

て
お
り（
（1
（

、
こ
れ
以
降
近
年
で
は
稲
本
泰
生
氏
に
よ
っ
て
精
力
的
に
研
究
が
深
化

さ
れ
て
い
る（
（1
（

。
以
下
は
両
氏
の
研
究
成
果
に
多
く
を
依
っ
て
い
る
。

東
大
寺
に
伝
わ
る
《
銅
造
舟
形
光
背
》
は
身
光
部
で
現
状
六
十
七
片
の
銅

造
光
背
断
片
が
伝
わ
り
、
頭
光
部
と
と
も
に
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る（
（1
（

。

こ
れ
ら
は
明
治
に
関
野
貞
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
た
ら
し
く
、
以
下
に
引
用
す

る
よ
う
に
明
治
四
十
年
（
一
九
〇
七
）
に
な
っ
て
初
め
て
濱
田
青
陵
が
『
国
華
』

誌
上
に
発
見
の
経
緯
を
も
含
め
て
紹
介
し
て
い
る
。

　

火
災
の
時
本
尊
は
無
事
な
り
し
も
、
其
の
光
背
は
粉
砕
せ
し
か
ば
之
を
法

華
堂
前
の
校
倉
に
蔵
し
た
り
。
然
る
に
其
の
後
誰
人
も
こ
れ
に
注
意
す
る
も

の
無
か
り
し
に
、
明
治
三
十
三
年
の
頃
、
関
野
貞
氏
同
校
倉
を
調
査
せ
し
に
、

内
に
一
叺
あ
り
、
之
を
開
け
ば
即
ち
此
の
二
月
堂
本
尊
光
背
の
破
片
に
し
て
、

そ
の
数
凡
て
六
十
七
片
、
大
な
る
は
一
二
尺
よ
り
、
小
な
る
は
一
二
寸
に
至

る
。
全
形
の
十
中
七
八
を
具
備
せ
り（
（1
（

。

こ
れ
に
よ
る
と
、
明
治
三
十
三
年
（
一
九
〇
〇
）
頃
に
当
時
奈
良
県
技
師
で

あ
っ
た
関
野
貞
が
法
華
堂
前
の
校
倉
を
調
査
し
た
際
、叺
か
ま
す
の
中
か
ら
こ
れ
ら「
二

月
堂
本
尊
光
背
」
の
破
片
を
六
十
七
片
発
見
し
た
の
だ
と
い
う
。
こ
こ
で
は
以

下
二
点
に
注
意
し
て
お
き
た
い
。
ま
ず
、
こ
の
時
に
現
状
の
身
光
部
の
断
片
総

数
と
同
数
の
六
十
七
片
が
発
見
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
二
点
目
は
、
発
見

当
初
か
ら
こ
れ
ら
断
片
が
二
月
堂
本
尊
の
光
背
と
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ

る
。
以
下
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
検
討
し
て
お
き
た
い
。

明
治
の
発
見
当
初
に
す
で
に
六
十
七
片
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
当
館
所
蔵

の
三
十
七
片
の
断
片
群
は
こ
れ
以
前
に
寺
外
へ
流
出
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
だ

ろ
う
。
当
館
が
昭
和
三
十
二
年
に
購
入
す
る
以
前
の
来
歴
に
つ
い
て
は
、
今
の

と
こ
ろ
そ
の
詳
細
は
明
ら
か
で
は
な
く
、
今
後
の
検
討
課
題
の
一
つ
で
あ
る
。

発
見
当
初
か
ら
二
月
堂
本
尊
の
光
背
と
認
識
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
実

は
そ
の
根
拠
が
明
ら
か
で
は
な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
断
片
を
納
め

て
い
た
と
い
う
叺
に
そ
う
書
か
れ
て
い
た
の
か
、
付
札
で
も
あ
っ
た
か
、
古
老

に
伝
え
聞
い
た
の
か
、
そ
の
依
る
と
こ
ろ
は
実
の
と
こ
ろ
定
か
で
は
な
い
の
だ
。

濱
田
論
文
の
発
表
は
関
野
の
「
発
見
」
か
ら
七
年
後
に
当
た
る
。
末
尾
で
関
野

に
謝
辞
が
捧
げ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
発
見
当
時
の
こ
と
を
関
野
か
ら
は
伝
え
聞

い
て
い
た
こ
と
だ
ろ
う
。
残
念
な
こ
と
に
関
野
の
日
記
は
な
ぜ
か
明
治
三
十
三

年
分
が
丸
々
一
年
分
伝
わ
ら
な
い
た
め（
（1
（

、
こ
の
あ
た
り
の
経
緯
に
つ
い
て
第
一

発
見
者
の
言
質
を
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
二
月
堂
本
尊
な
い
し
内
陣
の
調
査

が
憚
ら
れ
る
現
状
に
あ
っ
て
は
隔
靴
掻
痒
の
感
を
ぬ
ぐ
え
な
い
が
、
こ
れ
ら
の

断
片
が
二
月
堂
本
尊
の
光
背
と
判
断
す
る
だ
け
の
材
料
は
目
の
前
に
揃
っ
て
い

な
い
の
が
実
情
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

と
こ
ろ
で
、
東
大
寺
《
銅
造
舟
形
光
背
》
は
裏
面
に
朱
と
見
ら
れ
る
赤
色
の

色
料
で
符
丁
を
記
す
こ
と
が
近
年
の
修
理
及
び
換
装
に
よ
っ
て
明
ら
か
と
な
っ

212493_大阪市立美術館 紀要 第18号(82051) 

 

CTP 

 

31 

 

折 

 

2018/03/26 21:11:36

 



─ 32 ─

た
。
各
断
片
の
接
続
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
も
の
と
思
う
が
、
こ
れ
が

当
館
所
蔵
の
断
片
群
に
は
見
ら
れ
な
い
。
接
続
関
係
を
明
ら
か
に
し
え
な
い
た

め
に
符
丁
を
付
け
ら
れ
な
か
っ
た
の
か
、
あ
る
い
は
東
大
寺
で
符
丁
を
付
す
よ

り
以
前
に
寺
外
へ
出
て
い
た
の
か
、
定
か
で
は
な
い
。
そ
も
そ
も
こ
の
符
丁
を

付
し
た
時
期
も
明
ら
か
で
は
な
い
と
い
う（
（1
（

。

ま
た
、先
に
も
少
し
触
れ
た
よ
う
に
、破
損
の
状
況
も
不
詳
で
あ
る
。
火
中
・

被
熱
の
状
況
は
あ
る
程
度
う
か
が
え
る
。
被
熱
し
た
際
に
力
が
加
わ
っ
た
こ
と

を
推
察
さ
せ
る
よ
う
な
、
銅
板
が
歪
ん
だ
状
態
の
断
片
も
存
在
す
る
。
こ
の
よ

う
な
例
は
ま
だ
理
解
し
や
す
い
。
し
か
し
、
現
状
の
よ
う
な
断
片
化
す
る
ほ
ど

の
破
損
が
ど
の
よ
う
な
状
況
に
由
来
す
る
の
か
判
然
と
し
な
い
。
例
え
ば
、
熱

を
帯
び
た
状
態
の
銅
板
に
強
い
力
が
加
わ
っ
た
と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
断
片

化
を
招
く
だ
ろ
う
か
。
今
後
は
破
損
状
況
に
つ
い
て
も
追
及
す
る
必
要
が
あ
る

だ
ろ
う
。

今
後
の
検
討
課
題
　
む
す
び
に
か
え
て

以
上
、
東
大
寺
《
銅
造
舟
形
光
背
》
と
一
具
を
な
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る

大
阪
市
立
美
術
館
所
蔵
《
銅
製
舟
形
光
背
断
片
》
を
紹
介
し
て
き
た
。
図
様
を

あ
ら
わ
さ
な
い
四
片
を
除
く
三
十
三
断
片
の
図
様
を
明
ら
か
に
し
、
各
断
片
の

原
位
置
を
ほ
ぼ
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
と
は
言
え
、
今
回
の
紹
介
で
《
銅

造
舟
形
光
背
》
の
図
像
内
容
が
一
挙
に
明
ら
か
に
な
る
わ
け
で
も
図
像
の
解
釈

が
一
変
す
る
わ
け
で
も
な
い
。
膨
大
な
図
像
の
前
で
小
さ
な
断
片
を
一
つ
一
つ

確
認
し
、
当
て
は
め
て
い
く
作
業
は
さ
な
が
ら
牛
歩
の
如
く
で
あ
る
。
永
い
眠

り
に
つ
い
て
い
た
館
蔵
品
を
や
っ
と
揺
さ
ぶ
り
起
こ
し
た
よ
う
な
も
の
だ
ろ
う

か
。
当
館
蔵
品
と
同
様
に
、
奈
良
国
立
博
物
館
所
蔵
の
元
個
人
所
蔵
の
破
損
仏

残
欠
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
も
東
大
寺
所
蔵
銅
造
光
背
と
接
続
す
る
断
片
一
片
が
含

ま
れ
て
い
る
こ
と
が
す
で
に
知
ら
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
こ
の
ほ
か
に
も
ま
だ

存
在
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
も
断
片
化
し
て
い
る
は
ず
で
一
見
し
て
そ
の

価
値
に
は
気
づ
き
に
く
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
目
を
凝
ら
せ
ば
そ
こ
に
は
天
平

盛
期
の
流
麗
な
線
描
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
火
中
し
損
傷
し
て
は
い
て
も
、

日
本
古
代
の
仏
教
美
術
を
考
え
る
上
で
欠
か
せ
な
い
作
品
の
一
部
な
の
で
あ
る
。

《
銅
造
舟
形
光
背
》
の
全
容
が
明
ら
か
に
な
る
日
を
期
待
し
た
い
。

東
大
寺
所
蔵
品
に
つ
い
て
は
近
時
の
修
理
に
際
し
て
三
次
元
デ
ー
タ
を
取
得

し
て
い
る
と
の
こ
と
で
、
今
後
断
片
同
士
の
接
続
関
係
を
確
認
す
る
に
は
こ
う

し
た
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
の
活
用
も
見
込
ま
れ
よ
う
。
こ
れ
ま
で
銅
造
鍍
金
と
報

告
さ
れ
て
い
る
が
、
明
ら
か
に
金
の
粒
子
が
粗
い
箇
所
が
確
認
さ
れ
た
。
こ
れ

ら
が
後
補
の
金
泥
な
の
か
、
火
中
の
損
傷
に
よ
る
も
の
な
の
か
、
今
後
解
明
す

べ
き
課
題
の
一
つ
で
あ
る
。

と
も
あ
れ
、
根
本
的
な
疑
問
は
銅
造
光
背
が
本
当
に
二
月
堂
本
尊
の
光
背
な

の
か
ど
う
か
と
い
う
点
に
尽
き
る
。
関
野
貞
に
よ
る
発
見
時
の
日
記
の
探
索
も

必
要
か
も
し
れ
な
い
。
か
つ
て
拙
い
文
を
草
し
た
こ
と
の
あ
る
作
品
の
一
部
を

「
再
発
見
」
し
、
こ
れ
を
紹
介
す
る
機
会
を
与
え
ら
れ
た
。
奇
縁
と
い
う
べ
き

だ
ろ
う
か
。
依
然
と
し
て
残
さ
れ
た
課
題
は
多
く
、
ま
だ
ま
だ
牛
歩
は
止
め
ら

れ
そ
う
に
な
い
。

註（
1
）	
望
月
信
成
「
本
年
の
回
顧
随
想
」『
美
を
つ
く
し
』
二
十
三
、
大
阪
市
立
美
術
館
、

一
九
六
二
年
。

（
2
）	

児
島
大
輔
「《
二
月
堂
本
尊
光
背
》
の
図
像
に
つ
い
て
」『
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学

研
究
科
紀
要 
第
三
分
冊
』
四
九
、
二
〇
〇
三
年
。

（
3
）	

平
成
二
十
七
年
（
二
〇
一
五
）
八
月
八
日
か
ら
八
月
三
〇
日
ま
で
当
館
北
館
一
階
第
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一
・
二
室
に
て
開
催
。
本
品
は
四
九
「
金
銅　

光
背
断
片
（
伝
二
月
堂
本
尊
光
背
）」

と
し
て
出
品
し
た
。

（
4
）	
調
査
は
東
大
寺
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
お
い
て
当
館
主
任
学
芸
員
齋
藤
龍
一
と
と
も
に
筆

者
が
お
こ
な
っ
た
。
調
査
に
際
し
て
は
東
大
寺
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
総
長
北
河
原
公

敬
師
（
当
時
）、
東
大
寺
財
務
執
事
鷲
尾
隆
元
師
、
東
大
寺
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
学
芸
員
永

井
洋
之
氏
の
ご
高
配
に
預
か
っ
た
。
記
し
て
以
て
謝
意
を
表
し
ま
す
。

（
5
）	

前
掲
註
1
、
望
月
信
成
著
エ
ッ
セ
イ
。

（
6
）	

平
田
陽
子
「
東
大
寺
二
月
堂
観
音
光
背
毛
彫
図
の
復
原
に
つ
い
て
」『
南
都
仏
教
』

十
九
、
一
九
六
九
年
。

（
7
）	

中
神
敬
子
「
二
月
堂
光
背
図
様
描
き
起
こ
し
図
」
奈
良
国
立
博
物
館
編
『
日
本
上
代

に
お
け
る
仏
像
の
荘
厳
』
平
成
十
二
年
度
〜
十
四
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
研
究
成

果
報
告
書
（
一
二
四
一
〇
〇
二
二
）、
二
〇
〇
三
年
。

（
8
）	

小
杉
一
雄
「
神
仙
の
羽
衣
を
論
じ
て
鳥
毛
立
女
屏
風
に
及
ぶ
」『
美
術
史
研
究
』
二
六
、

一
九
八
八
年
。

（
9
）	

中
神
敬
子
「
二
月
堂
光
背
図
様
描
き
起
こ
し
図
の
作
成
に
あ
た
っ
て
」、
前
掲
註
7

科
学
研
究
費
補
助
金
研
究
成
果
報
告
書
所
収
。

（
10
）	

下
野
玲
子
「
二
月
堂
本
尊
光
背
」
大
橋
一
章
・
齋
藤
理
恵
子
編
著
『
東
大
寺
―
美
術

史
研
究
の
あ
ゆ
み
―
』
里
文
出
版
、
二
〇
〇
三
年
。

（
11
）	

稲
本
泰
生
「
東
大
寺
二
月
堂
本
尊
光
背
の
《
千
手
観
音
五
十
二
仏
図
》
―
奈
良
朝
仏

教
に
お
け
る
観
音
信
仰
と
『
華
厳
経
』「
入
法
界
品
」
解
釈
の
接
点
」
奈
良
国
立
博

物
館
編
『
日
本
上
代
に
お
け
る
仏
像
の
荘
厳
』
平
成
十
二
年
度
〜
十
四
年
度
科
学
研

究
費
補
助
金
研
究
成
果
報
告
書
（
一
二
四
一
〇
〇
二
二
）、
二
〇
〇
三
年
。
同
氏
「
東

大
寺
二
月
堂
本
尊
光
背
図
考
―
大
仏
蓮
弁
線
刻
画
を
参
照
し
て
」『
鹿
園
雑
集
』
六
、

二
〇
〇
四
年
。
同
氏
「
二
月
堂
本
尊
光
背
図
像
と
観
音
の
神
変
」『
論
集　

東
大
寺

二
月
堂
―
修
二
会
の
伝
統
と
そ
の
思
想
―
ザ
・
グ
レ
イ
ト
ブ
ッ
ダ
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

論
集
』
八
、
東
大
寺
・
法
蔵
館
、
二
〇
一
〇
年
。

（
12
）	

明
治
三
十
四
年
（
一
九
〇
一
）
八
月
二
日
、「
銅
造
舟
形
光
背
」
と
し
て
古
社
寺
保
存

法
に
よ
り
国
宝
指
定
（
い
わ
ゆ
る
「
旧
国
宝
」）。
の
ち
、
文
化
財
保
護
法
に
よ
っ
て

重
要
文
化
財
指
定
。
大
正
元
年
（
一
九
一
二
）
よ
り
日
本
美
術
院
に
お
い
て
修
理
が

お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
修
理
で
は
原
位
置
を
推
定
復
元
し
て
断
片
を
板
に
貼
り

つ
け
た
た
め
、
自
立
す
る
よ
う
に
な
り
全
体
像
を
観
察
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
半
面
、

裏
面
は
観
察
で
き
な
く
な
っ
た
。
平
成
二
十
五
年
（
二
〇
一
三
）
よ
り
美
術
院
に
お

い
て
再
度
修
理
が
お
こ
な
わ
れ
て
原
位
置
の
復
元
に
修
正
が
く
わ
え
ら
れ
る
と
と
も

に
支
持
具
も
取
り
替
え
ら
れ
、
裏
面
も
観
察
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

（
13
）	

濱
田
青
陵
「
東
大
寺
二
月
堂
本
尊
光
背
の
毛
彫
」『
國
華
』
二
〇
二
、
一
九
〇
七
年
。

濱
田
耕
作
（
青
陵
）『
日
本
美
術
史
研
究
』
座
右
宝
刊
行
会
、
一
九
四
〇
年
に
同
題
で

再
録
。

（
14
）	

関
野
貞
研
究
会
編
『
関
野
貞
日
記
』、
中
央
公
論
美
術
出
版
、
二
〇
〇
九
年
。
関
野

貞
日
記
に
つ
い
て
は
同
書
編
著
者
で
も
あ
る
奈
良
文
化
財
研
究
所
歴
史
研
究
室
長
吉

川
聡
氏
よ
り
多
く
の
助
言
を
頂
戴
し
た
。
記
し
て
謝
意
を
表
し
ま
す
。

（
15
）	

東
大
寺
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
学
芸
員
永
井
洋
之
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
。
あ
る
い
は
美
術
院

に
よ
る
大
正
の
修
理
時
に
付
さ
れ
た
も
の
か
と
も
想
像
さ
れ
る
が
、
定
か
で
は
な
い
。

付
記

図
１
は
尚
永
堂
（
宮
原
正
行
・
林
清
）
撮
影
、
図
２
は
図
１
を
元
に
筆
者
が
作
成
、
そ
の
他

は
筆
者
の
撮
影
に
よ
る
。
本
稿
は
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費
Ｊ
Ｐ
二
六
三
七
〇
一
五
四
の
助
成
を

受
け
た
研
究
成
果
の
一
部
を
含
む
。
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